
試験研究成果普及情報 

［目的及び背景］ 

 袖ヶ浦市の施設インゲンで，連作３年目頃より, 原因不明の立枯症が発生し問題となった。そこで, 立枯症の発生原因および立枯症の
発生と土壌条件の関係を明らかにする。 

［成果内容］ 

 １．病徴：茎の地際部が褐変し，根の細根が黒変する。また，健全株と比較し，草丈が低く，下位葉に黄化がみられる。 

 ２．発生と土壌条件：発生ほ場は作土層の土性が砂質土で，深さ40cm以内に不透水層があり, 通気性阻害層の位置が高く，土壌の排
水性が劣っていた（表１）。  

 ３．病原菌：Chalara elegans(Thielaviopsis basicola)。新病害であり，病名を「インゲンマメ黒根病（Black root rot）」として報告した。 

 ４．対策：排水不良地では耕盤破壊や堆肥の投入などで，土壌の物理性，特に透水性を改善した結果，収量が増加するとともに，本病
の発生を軽減することができた（表３）。 

［留意事項］ 

 １．診断の際は，２種類の胞子（棍棒状の厚膜胞子と円筒形の内生分生子）を確認する。フザリウム菌による根腐病の場合は，三日月
型の大型分生子が観察される。 

 ２．タバコ黒根病（Thielaviopsis basicola）では，pH７前後のときによく発病し，pH5.7～5.8ではほとんど発病しない（中田覚五郎，1961）。 

［普及対象地域］ 

 県下全域 

［行政上の措置］ 

 なし 

［普及状況］ 

［成果の概要］ 

部門 病害虫 対象 普及 

課題名：新病害インゲンマメ黒根病の発生と対策 

［要約］袖ヶ浦市で発生したインゲン立枯症の病原菌はChalara elegans(Thielaviopsis basicola)である。発生ほ場は作土層の
土性が砂質土で，深さ40cm以内に不透水層が存在する。本病の発生は土壌の透水性を改善することで軽減することができ
る。 
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